
令和2年度　多良間村新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　事業実績及び効果検証等

総事業費（円）
うち臨時交付金

（円）
一般財源（円） その他（円）

1 多良間村特別定額給付
金給付事業

①住民生活を支援し的確に家計への支援を行う。
②多良間村民全員へ一律給付する。
③基準日令和2年4月27日多良間村住民基本台帳記録数1,110
人、1人につき5万円
④－

住民生活を支援し、的確に家計への支援を行うため、住民基本台
帳記録数1,110人に対し一律50,000円を給付する。

R2.6.1 R2.11.25 55,169,000 55,169,000 0 0 給付対象1,110人中　1,105人に給付（給付率99.5%）
給付金総額55,169,000円

新型コロナの影響により行動が制限され、家計にも
支障をきたす事態であった。、村民支援のため村民
全員を対象とした給付金を支給した。給付率は99.5%
となり、効果的な事業実施となった。

総務財政課

2 緊急車両購入事業

①新型コロナウイルス感染症疑い患者が発生した場合、患者搬
送車として運用する、通常は救急車として運用。
②③
・車両　2,890,000円　・メーカーオプション　112,000円
・車両装備-①　11,328,000円　・車両装備-②　887,500円
・消費税1,521,750円　・登録時諸費用　136,300
④全村民及び観光客等

新型コロナウィルス感染症患者が発生した場合、患者搬送車とし
て運用する。
通常は、救急車として運用。

R3.2.18 R3,10.26 16,500,000 16,500,000 0 0

新型コロナウィルス感染症患者の搬送はないが、救
急患者を数件搬送。
・救急車両１台を導入

新型コロナウィルス感染に感心が高く予防対策の浸
透、またワクチン接種進み緊急搬送されるほどの重
症化のケースは発生していない。今後も救急時に迅
速に対応出来るよう整備・点検を行い運用していく。

総務財政課

3 リモートワーク環境整備
事業

①新型コロナウイルスの感染拡大を防止するために、在宅におい
ても可能な限り一般的な公務が行える他、リモート会議が行える
環境を整備する。
②多良間村役場各部局に1台ずつPC端末の配置合計10台
③システム改修271千円　システム使用料416千円　端末等調達
4,000千円（400千円×10台）
④多良間村役場職員

新型コロナウイルス感染拡大を防ぐため、村役場職員が在宅勤務
及びリモート会議等が行えるよう環境整備及び端末を導入する。

R3.2.19 R4.3.29 4,423,320 4,423,320 0 0 端末10台導入。

村内で新型コロナウイルス感染者が発生し、陽性者
若しくは濃厚接触者となった職員８名に対して端末を
貸出し、在宅勤務を行い業務が滞ることを防ぐことが
出来た。その他、リモート会議や出張先からリモート
により業務を行い、新型コロナウイルスの拡大防止
に繋げることが出来た。

総務財政課

4
多良間ブランド魅力・情報
発信サイト構築事業

①スマートフォンやタブレットの普及により、情報入手手段として
ホームページの重要性が高まってきている。自治体においても、
ホームページ利用者が求める情報を分かりやすく提供することが
求められる。
村民の暮らしに関わる情報はもちろんのこと、新型コロナウイルス
情報、地震・気象情報も拡充し、村民及び村来訪者の健康と安全
に役立つ情報提供を行い、防災・減災につなげる。
また、アフターコロナを見据え、多良間ブランド潜在ファン囲い込
みのための有益な情報発信が可能なサイト構築を目指す。システ
ム設計においては、村職員の操作性に配慮し、情報登録の利便
性を向上させる。
(1) システム環境構築・サイト構築業務・提供業務
(2) CMSの導入構築業務　※フィーチャーフォンは非対応
(3) 現行ホームページのコンテンツ移行業務　※有効と判断するコ
ンテンツのみ対応
(α) ガイドライン等の作成業務
②③
サーバ及びネットワーク環境の設計・構築（6ケ月）500千円
システムの設計・開発・テスト（一式）4,000千円
サイトのデザイン・コーディング・テスト（一式）3,800万
操作マニュアル等の作成（一式）750千円
管理進行（10％）905千円
計：　9,955千円
④多良間村民、及び観光客　他

村民が新型コロナウイルス情報や暮らしに関する情報、防災情報
などを、わかりやすく提供し、新型コロナウイルス感染拡大防止や
防災・減債に繋げる。

R2.11.6 R3.3.31 9,549,100 9,549,100 0 0 ホームページのリニューアルを行った。

ホームページのリニューアルにより、新型コロナウイ
ルス情報や暮らしに関する情報、防災情報などが更
に見やすくなり、利用者が知りたい情報を素早く検索
できるでき、来庁しなくても様々な情報を得ることが
可能となり、新型コロナウイルス感染拡大防止につ
ながった。また、情報発信者の情報提供に係る操作
性も向上し迅速な情報提供が可能となった。

総務財政課

5 ＳＤＧｓ・「環境未来島」推
進事業

①新型コロナウイルス感染症は、私たちがこれまで経験したこと
のない状況をもたらしている。日々の暮らしを一変させ、新たな社
会課題を突きつけている。また、グローバル化が進む昨今、一国
の経済危機が瞬時に他国に連鎖するのと同様、気候変動、自然
災害、感染症といった地球規模の課題もグローバルに連鎖して発
生し、経済成長や、貧困・格差・保健等の社会問題にも波及して深
刻な影響を及ぼす時代になってきている。
本村においても、感染防止対策を講じ、持続可能な「新たな日常」
に向けた事業の再起促進、島づくりなど経済を回していく取組み、
誰一人取り残さない地域づくりに向けた取組みが必要不可欠であ
る。
本事業では、100年後の多良間島を見据え、住民参加型の取り組
みを実施。課題の抽出やビジョンを描く。また、次世代を担うリー
ダーを育成し、主体性と推進力のあるコミュニティの形成を実現す
る。100年後の多良間島を見据え、住民参加型の取り組みを実
施。課題の抽出やビジョンを描く。また、次世代を担うリーダーを育
成し、主体性と推進力のあるコミュニティの形成を実現する。
「SDGsde 地方創生ワークショップ」「公認ファシリテーター養成講
座」を実施する。
②③
人件費：(委託先人件費)
統括責任者　300,000円
事務局員A（管理進行責任者）900,000円
事務局員B 900,000円
委託費：
旅費 　　1,350,600円
謝金　　2,492,000円(認定講座（営利ライセンス）含む)
使用料　65,000円
印刷製本　73,000円
消耗品　50,000円
一般管理費　613,060円
消費税　674,366円
④村民

・SDGｓの基本を自分毎として地域の未来を考える視点を得るとと
もに、村づくりを推進するリーダーを育成し、主体性と推進力のあ
るコミュニティの形成を実現する。100年後の多良間島を見据え、
住民参加型の取り組みを実施などと課題の抽出やビジョンを描く。

R2.10.5 R3.7.14 6,459,234 6,459,234 0 0

・SDGｓ　ｄe地方創生ワークショップ行政・議員・全村
民向け開催5回、2030SDGｓワークショップ女性限定・
中学生等4回開催、SWOT分折ワークリーダー育成
10名、多良間版SDGｓ17ゴール宣言の設定１０名等
開催

・新型コロナの影響により行動が制限され中でも数
多くの参加者したので効果的な事業実施となった。

観光振興課

6
新型コロナ感染予防対策
事業

①新型コロナ感染予防対策として、福祉施設、ゴミ処理施設、各
種健診、予防接種等の業務従事者、住民等の災害避難時に必要
な感染予防物資を購入する。新型コロナウイルスが島内で発生し
た場合、介護サービス事業所が休止となる。軽症者と判断され自
宅待機となった要介護者、独居高齢者用の非常食を購入する。
②感染症対策関連物資の購入
③マスク：100箱×2,200円＝220,000円
　フェイスシールド：500枚×550円＝275,000円
　次亜塩素酸水：100パック×1,320円＝132,000円
　ゴーグル：100個×880円＝88,000円
　防護服：100着×1,320円＝132,000円
　アルコール消毒液：100本×10,450円＝1,045,000円
　ニトリル手袋：10個×1,595円＝15,950円
　空気清浄機：3台×139,150円＝417,450円
　パルスオキシメーター：3個×33,000円＝99,000円
　非接触型体温計：5個×16,500円＝82,500円
　次亜塩素酸水生成器：2台×495,000円＝990,000円
　次亜塩素酸水噴霧器：10個×33,000円＝330,000円
　非常食：10セット×8,250円＝82,500円
　全体合計3,909,400円≒3,910,000円
④福祉施設、ゴミ処理施設、各種健診業務従事者、住民

新型コロナ感染予防対策として福祉施設、ゴミ処理施設、各種検
診等の業務従事者等の感染予防物資を購入する。また、島内で
感染者が発生し自宅療養と判断された要介護者、独居高齢者用
の非常食を購入する。

R2.8.17 R3.3.31 2,982,437 2,982,437 0 0

・新型コロナ予防対策として、アルコール、マスク、手
袋等の物品購入1,995,094円
・新型コロナ感染予防対策として、次亜塩素酸水生
成器等の備品購入987,343円

新型コロナ感染症予防対策として、必要物品を確保
することで安心して業務に従事することができ、村民
への感染予防対策の周知へも繋がった。

住民福祉課

7 多良間村漁業者負担軽
減事業

①新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽで所得が落ち込んでいる漁業者に対する支援。
②漁船の燃料費・輸送費、氷代金の補助
③燃料3,500円/日､輸送1,000円/1box、氷18円/kg
　3,500円×50日＝175,000円　　1,000円×50日＝50,000円
　18円×30kg×50日＝27,000円
　1人あたり252,000円✕5人＝1,260,000円
④漁業者7人

新型コロナウイルス感染症の影響で所得等が減少する漁業者に
対して燃料費等への補助を行う。

R2.8.1 R3.3.31 642,569 604,258 38,311 0 漁業者5人へ（642，569円）補助 漁業者への燃料費・輸送費等補助することにより経
費等の削減につながった。

産業経済課

8 園芸作物出荷輸送・郵送
費補助事業

①新型コロナウイルス感染症の影響で多くの在庫を抱えた、唐辛
子の出荷輸送費の1/2を支援する。また、園芸作物の青空市での
ソーシャルディスタンスをとるための備品を整備する。
②③輸送費、多良間⇒宮古間30,000円、多良間⇒沖縄間150,000
円
青空市備品パイプテント4脚×2棟　220,000円　　折りたたみテー
ブル6机　66,000 円
④唐辛子生産組合、園芸農家     合計　466,000円

園芸作物の青空市でのソーシャルディスタンスをとるための備品
の整備

R2.8.1 R3.3.30 284,790 284,790 0 0
ソーシャルディスタンスを図るためパイプテント2棟、
テーブル6机を購入し青空市を開催、島内野菜の販
売を行った。

新型コロナウイルスの影響で出荷できなかった園芸
作物を青空市の開催で地産地消。テント2棟、テーブ
ル6机を活用しテント内が密にならないようにソーシャ
ルディスタンス対策を行った。

産業経済課

9 多良間村特産品販売支
援事業

①宮古島、沖縄本島でのイベント参加に係る出展料等の支援行
う。また、イベントが中止になり販売できなかった多良間ジェラート
のネット販売に係る経費や在庫保管用のストッカーを購入し、特産
品販売に係る負担軽減を図る。
②③
・沖縄本島イベント出展料　　30,000円
・沖縄産業まつり/離島フェア
消耗品　　　　　　　　　    5,000円
送料　　　　　　　　　　  121,000円
広告料　　　　　　　　　　20,000円
・ネット販売経費　(発送用発砲ケース、ドライアイス、ヤマトクール
便、配送人件費)　　  241,000円
・ストッカー　　　　　　　　　　　　297,000円
④イベント参加業者及び消費者
 合計　　714,000円

新型コロナの流行に伴い、宮古島、沖縄本島でのイベントが中止
となった。販売出来なかった多良間ジェラートやその他の特産品
の在庫管理と消費のために、ネット販売に係る出展料、経費や、
在庫保管用のストッカーを購入し、特産品販売に係る負担軽減を
図る。

R2.8.1 R3.3.30 685,487 685,487 0 0 注文したジェラートをストッカーで保管、ネット販売、
小規模イベントにて販売し、経費負担を軽減

新型コロナウイルスの影響でイベントが中止になり、
販売出来なかった多良間ジェラートの在庫保管用と
してストッカーを購入、販売出来なかった多良間ジェ
ラートのネット販売に係る経費などの負担を軽減し特
産品の販売支援を行った。

産業経済課

10
多良間村観光人材育成
及び観光施設ブランディ
ング事業

①新型コロナウィルスの影響による来島自粛の影響で落ち込んだ
観光客を再び呼び込むため、人気アーティストでもあるアルベルト
城間さん（ディアマンテス）に壁画を描いてもらう。人気アーティスト
の壁画によりブランド力が高まり、アフターコロナ期における、誘客
につなげる。
　併せて、コロナウィルスの影響により、いろいろな行事ができず
にいる中学生（１５の島立）を対象に、島での思い出づくりと、島に
対する誇りを醸成することにより、島の次代を担う人材育成につな
げる。
②壁画制作費　1,500,000円
　ワークショップ経費　500,000円
③見積書による
④多良間村地域振興拠点施設

  コロナウィルスの影響により、いろいろな行事ができずにいる中
学生（１５の島立）を対象に、島での思い出づくりと、島に対する誇
りを醸成することにより、島の次代を担う人材育成につなげるため
に、アルベルト城間さんに講師としてワークショップの実施、また
観光施設の壁画制作を行った。

R2.9.18 R3.3.30 1,768,133 1,768,133 0 0
・壁画を描くワークショップ、島の良さを再発見するた
めのワークショップの開催
・中学校3年生（卒業生）12名

・新型コロナの影響により行動が制限されるなかで、
島での思い出づくりと、島に対する誇りを醸成するこ
とにより、島の次代を担う人材育成につながった。

観光振興課

11
新型コロナウィルス経済
対策に対する相談支援事
業

①国・県におけるコロナ対策支援事業を、村内事業者がスムーズ
に申請できるよう、相談窓口を強化する。
相談窓口の体制を強化することにより、村内事業者の相談に適切
に対応し、給付金等の需給を可能にする。
②旅費
③30,000円×2人×3回＝180,000円
④村内の事業者

新型コロナウイルス経済対策相談業務、確定申告に向けた説明
会を実施。

R2.9.18 R3.1.25 139,570 139,570 0 0 村内事業者へ国、県のコロナ対策支援金のスムー
ズな申請を支援。

16事業者が相談､申請を行い９事業者（56%）がコロ
ナ対策支援金の給付を受けることができ効果的な事
業実施となった。

観光振興課

担当課
事業
始期

事業
終期

事業の概要（①②③④を必ず明記）
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

Ｎｏ 事業名
公表用事業概要

←左は計画時の事業概要です。公表用事業概要として掲載し
ますので、簡略化して下記欄を作成してください。

事業実績 効果検証



12
多良間島グランピング整
備実証モニタリング調査
事業

①新型コロナウイルスが収束に向かうにはまだかなりの時間を要
する可能性があり、心身ともに健康を保つことはますます重要で
ある。
3密を比較的避けやすい環境にあるグランピング（アウトドア）は、
感染のリスクである「3つの密」を避けやすく、大自然の中でエネル
ギーを発散させることでストレスの軽減や運動不足の解消にもな
ると考える。
その、本村の自然資源や人、伝統芸能を活かしたアウトドア体験
の可能性について、モニタリングを実施。アフターコロナの新たな
旅行を目指し「自然を壊さずそのまま活かした」多良間独自の取り
組みについて検討するため、モニタリング調査を実施する。
②③
委託料
・備品運搬費　　　　　　　 　150,000円
・コンテンツ外部委託費   　400,000円
・直接人件費　　　　　　 　3,780,000円
・旅費　　　　　　　　　　　  　800,000円
・提案書作成　　　　　  　 4,000,000円
・有識者招聘に係る費用  　200,000円
・一般管理費　　　　　　 　1,680,000円
・諸経費　　　　　　　　 　  　840,000円
④観光客

・アウトドアコンテンツを活用した多良間島でのワーケーションの実
証実験を通して、島の魅力をの再認識と多良間独自の取り組みに
ついて検討する。

R2.11.6 R3.7.14 11,849,530 11,849,530 0 0

モニタリングキャンプの実施
キャンプ体験（設営・焚火・テント泊）、テレワーク実
証実験（ワークショップ）、多良間島の飲食事業者と
の連携、朝カフェ等

海に囲まれた自然を多く有する島の空間、島独自の
ゆったりとした時間。そういった島ならではの魅力を
より体感するために、自然の中で過ごす時間の多い
キャンプにマッチした

観光振興課

13

教育関連施設（幼小中、
社会教育施設）における
新型コロナウィルス感染
予防対策事業

①新型コロナ感染予防対策として、教育関連施設（幼小中・社会
教育施設）等に感染予防物資を購入し、感染及び感染拡大への
予防を徹底する
②感染対策物資の購入
③手指消毒アルコール、除菌脱臭機他　別紙添付　積算内訳
④幼稚園、小学校、中学校、コミュニティ施設、図書館、民俗学習
館

R2.8.18 R3.3.29 4,956,086 4,956,086 0 0

教育関連施設(幼稚園、小学校、中学校、社旗教育
施設）等に新型コロナウイルス感染防止対策のた
め、感染対策物資、マスク、フェイスシールド、手指
消毒アルコール、非接触体温計、除菌脱臭機、パー
テーション、等を購入

幼児・児童生徒、教職員、各教育施設利用者への感
染対策を図り、児童生徒、施設利用者のコロナ感染
症への認識と対策を行い、施設を安心安全に利用
することができた。

教育委員会

14
多良間村内部情報システ
ムの行政事務オンライン
化整備事業

①　(a)社会的な環境整備として、④行政IT化を行う。
　具体的には、システムサポート期限が迫っている財務会計シス
テム及び人事給与システムを現行の庁内導入型（オンプレスミス）
から、国・県が推奨するLGWAN－ASP（クラウドサービス）へ更新
を行い、職員のさらなる事務効率化と村民サービス向上に繋げ
る。
※ 段階的に電子決裁やリモートワークなどの拡張性に繋げる。
②LGWAN－ASP（クラウドサービス）を利用した財務会計及び人
事給与システム委託料
③初期導入支援サービス：11,990千円
経常経費：1,887千円
計：13,877千円
④多良間村役場（職員）

新型コロナウイルス感染が広がっていることを鑑み、電子決済や
リモートワークなどを推進するために、庁内導入型の財務会計シ
ステム及び人事給与システムをクラウド型へ移行することにより、
職員のさらなる事務効率化を図る事で村民サービスの向上につな
げる。

R3.3.1 R3.3.31 11,990,000 11,990,000 0 0 庁内導入型の財務会計システムと人事給与システ
ムをクラウド型に移行した。

システム移行により、システムの更新作業やデータ
の確認作業をリモートで行い、コロナウイルス感染の
リスクを軽減し、感染拡大防止につながった。

総務財政課

15 農畜産業鳥獣被害防止
対策事業

①新型コロナウイルス感染拡大で影響を受けた小規模農家へ
の、さらなる鳥獣被害を防止するため豚舎や圃場への侵入防止
資材の購入補助。
②豚舎・農作物侵入防止資材購入費
③侵入防止資材　　　800,000円
④小規模農家

新型コロナウィルス感染拡大で影響受けた小規模農家へのさらな
る鳥獣被害防止のため侵入防止資材等を購入する。

R3.2.25 H33.3.30 448,500 448,500 0 0 侵入防止資材等の購入
448,500円

鳥獣被害を受けた圃場へ侵入防止材等を設置する
ことにより、被害が軽減し、効果的な事業実施となっ
た。

産業経済課

16
農作物生産支援対策事
業

①新型コロナウイルス感染拡大で影響を受けた小規模農家への
支援として、共同利用機械を導入することで作業の効率化と農家
経営の安定を図る。
②共同利用機械購入費
③かんしょ植付機　１台　　　　　　　　　1,000,000円
　かんしょツル刈り機　１台　　　　　　　   800,000円
　高うねマルチロータリー　２基　　　　 1,500,000円
　小型堆肥散布機　２台　　　　　　　　 1,700,000円
④小規模生産農家                   合計 5,000,000円

新型コロナウイルス感染拡大で影響を受けた小規模農家への支
援として、共同利用機械を導入することで作業の効率化と農家経
営の安定を図る。

R3.6.25 R4.1.24 3,288,275 3,288,275 0 0
小規模農家支援のため、かんしょ植付機、平高マル
チ整形機、平高マルチロータリー、つる刈り機、自走
式マルチスプレッター２機の購入をした。

購入した機械は村の営農広報誌にて掲載し、貸し出
し可能の旨を周知し。農家に対する支援を行った。

産業経済課

17
多良間村コロナ対策協力
金事業者給付事業

①多良間村が実施した、令和2年4月3日から5月10日までの間の
「島外からの来島中止」の要請を受けて、自主的な事業の自粛や
休業等を行い、本村の感染防止対策へ協力した事業者へ協力金
を交付する。
②事業者への協力金
③10万円×17事業者＝1,700,000円
④観光関連事業者（宿泊業、飲食業、マリンレジャー業）

令和2年4月3日～5月10日までの間多良間村が実施した「島外か
らの来島中止」の要請を受け自主的な事業の自粛や休業を行っ
た事業者へ協力金10万円を交付。

R2.5.21 R2.7.27 1,700,000 1,700,000 0 0
観光関連事業者（宿泊業、飲食業、マリンレジャー
業）17事業者へ協力金1,700,000を交付

多良間村が島外からの来島中止等の要請、自粛等
で売上げが急激に落ち込んだ17事業者に対し協力
金を交付、効果的な事業実施となった。

観光振興課

18
観光来島者PCR検査実証
事業

①村民及び観光事業者が、安心して観光者を受け入れることによ
り、観光来島者が増え、本村の経済活性化に寄与する。
②PCR検査キット購入及び諸雑費
③検査キット：376,200円（100個セット）×5＝1,881,000円
諸雑費（役務費、消耗品費）：300,000円
予備費：100，000円
④観光来島者

村民及び観光事業者が、安心して観光者を受け入れるため、検査
キットを購入。検査を実施（検証)

R3.3.1 R3.7.1 447,515 447,515 0 0
観光等で来島する人のうち検査を希望する人へPCR
検査キット200名分を事前に送付し来島前に新型コ
ロナウイルスの感染リスクが低い証明を得て来島。

PCR検査キットを活用することで、観光事業者が安
心して観光客を受け入れることが出来、観光来島者
も増え経済活性化に繋がった。

観光振興課

19
多良間村公共施設等抗
菌対策事業

①多良間空港や村内公共施設等に抗菌コートを実施し、感染リス
クを低減する。
②委託料
③抗菌施工代金3,450千円、施工場所（役場、公共施設、空港、学
校、船舶、公用車等を予定）
④役場、公共施設、空港、船舶、公用車等

公共施設等に抗菌コートを実施し、感染リスクを低減する。 R3.8.31 R3.10.11 2,913,541 2,913,541 0 0
公共施設等の各施設の接触機会が多い箇所に抗
菌・抗ウィルス剤の噴霧施工を実施。

公共施設や車両等の接触機会が多い箇所に抗菌・
抗ウィルス加工を施すことにより、施設利用者の感
染拡大の低減と安心して利用出来る環境整備を図
ることが出来た。
施工前、施工後に対象箇所が十分に清浄されてい
るかどうかを調べるATP検査測定では、ATP表面清
浄度レベルが施工前（レベル5・汚い）から施工後（レ
ベル2・とても清浄）等の測定結果で、各施設等の清
浄度レベルが良好になり抗菌効果を確認する事が
出来た。

総務財政課

20 多良間村衛生需要品調
達事業

①多良間村において、感染症拡大を抑える為、窓口への飛沫感
染対策のパーティションのや手指衛生の徹底を図るため衛生用品
の備蓄品の調達を行う。
②③
・消毒液92千円（本体８００ｍL２ケース・詰め替え８００ｍL３ケー
ス・備蓄用詰め替え４．５L５ケース）
・ペーパータオル327千円（５０ケース）
・パーティション1,100千円（議場用１５枚、各課受付窓口用８枚）
・輸送費30千円
④多良間村役場利用者

多良間村において、感染症拡大を抑える為、窓口への飛沫感染
対策のパーティションのや手指衛生の徹底を図るため衛生用品の
備蓄品及び備品等の調達を行う。

R3.2.24 R4.3.14 1,548,818 1,548,818 0 0

⑴アクリルパーティションの設置
　①議会議場
　②庁舎内窓口
　③庁舎会議室
⑵手指消毒剤などの衛生需要品の購入
⑶サーモカメラ・自動噴霧機の導入
⑷抗原検査キットの購入

消毒剤やアクリルパーティションを窓口に設置できた
ことや庁舎入り口にサーもカメラを設置することによ
り、庁舎内でのコロナの発生を防ぐことができた。ま
た、濃厚接触者となった職員が自宅待機期間を終了
し、庁舎へ出勤する前に抗原検査を行い陰性である
ことを確認することで、安心安全な住民サービスを提
供することができた。

総務財政課

21 多良間村水道基本料金
無償化事業

①経済的負担の軽減を図るため、令和3年2月、3月の水道基本料
金を無償化する。
②多良間村簡易水道事業会計に繰り出し令和3年2月、3月の基
本料金無償化に要する費用を交付対象経費とする。
③水道基本料金：1,980円✕対象世帯数660世帯✕2ヶ月　＝
2,613,600円　　≒2,614,000円
④多良間村簡易水道事業会計

コロナによる経済的負担を軽減するため、村民の水道料金の一部
（基本料金）を減免する。
令和3年2月、3月分の基本料金を無償化する。

R3.2.1 R3.3.31 2,599,740 2,599,740 0 0
令和3年2月分＝1,296,900円
令和3年3月分＝1,302,840円
を減免実施。

1世帯あたり、基本料金1,980円×2ヶ月＝3,960円の
水道料金を減免することにより、経済的負担を軽減
する効果があった。

住民福祉課

22 多良間村事業持続化給
付事業

①新型コロナウィルスの影響による沖縄県の緊急事態宣言等で
来島者が制限され、影響を受けた観光関連事業者の事業継続を
支えるため給付金を支給する。
②事業者への給付金
③20万円×20事業者＝4,000,000
④観光関連事業者（宿泊業、飲食業、マリンレジャー業、観光案内
業、特産品加工事業者等、土産品販売店）

新型コロナウイルスの影響による沖縄県の緊急事態宣言等で来
島者が制限され影響を受けた観光関連事業者の事業継続を支え
るための給付金20万円を支給

R3.3.2 R3.3.29 3,600,000 3,600,000 0 0 対象事業者20事業者中、申請のあった18事業者へ
3,600,00円を給付。

新型コロナの影響により行動が制限され、観光関連
事業も大きな打撃を受けた。、観光事業支援のため
20事業者を対象に給付金を支給した。給付率は90%
となり、効果的な事業実施となった。

観光振興課


